
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
■ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・本市では浸水被害が多い地域について、雨水管渠の増強や貯留施設の整
備等を順次進めているが、完成までに長い期間と多額の費用を要するため、
即効性のある土のう配布などの水防活動については、依然として市民ニーズ
が高い状況である。

平成 元 年度

継続

実施区分

④ 浸水対策事業 管路保全室
浸水被害軽減のため、公助として土のう作製及び水防活動を行うとと
もに、自助として市民が行う、止水板等設置工事の助成。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

5,200
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・水路は公共下水道の雨水管渠を補完しているため、暗渠化や撤去を行う場
合は、慎重な検討が必要である。
・水路や排水管渠の改良については、不良箇所数や状況により、多額の費用
が必要となることがある。

平成 元 年度

継続

実施区分

③ 水路新設改良事業 管路保全室
水路、排水管等の機能面、安全面の確保及び利用面の向上等を図
るため施設の改良を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

66,456
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・水路等の施設の多くは老朽化が進んできており、定期的に点検等を実施し、
維持・修繕等を行っているが、予算や職員の確保が課題である。
・水路等は雨水排水や大雨時の雨水貯留機能を有しており、快適な生活環境
の確保や市民の安心・安全に寄与しているため、今後も水路等を適切に維持
管理することで、浸水被害を軽減できることから継続する必要がある。

平成 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 水路維持管理事業 管路保全室 市管理の水路、排水管等の適切な維持管理を行う。
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

39,126
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・水防に伴う負担金や水路用地の借地料であり、市民の安心安全の確保や水
路機能を維持するための予算確保が課題である。

平成 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 水路総務事業 管路保全室
市管理の水路、排水管等の維持管理のための保険料、借地料、負担
金等。

事業全体が法定
事務

（千円）

4,133
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

623 施策 下水道の整備

水路事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1


